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京style
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話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 

祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 

劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕

【取扱商品】

2023年　11月号

～見合い扇子～

11 月は降水量が少なく、結婚式に適している季節です。かつて大阪、京都では

結納の前に、男女の間で扇子を贈り合う慣しがありました。大阪の「扇子納め」は

結納前に双方の意思決定の証として、男側からは男持ちの扇子を、女側からは

女持ちの扇子を渡し、挙式の際にその扇子を相手から戻して貰いました。京都の

「見合い扇子」では、見合い当日、交際始めの意思表示として、男側は女持ちの

扇子を、女側は男持ちの扇子を贈りました。この扇子は、挙式当日に使用するもの

なので、相手に異存がないという表現だけでなく、初めてのプレゼントとなって、

結婚に向けてより進展したのではないでしょうか。女性から扇子を渡されたら、迷っ

ていた男性も、心が決まるかもしれません。現代でも、婚約指輪は男性から女性に

渡しますが、この時、女性からも指輪を贈り返せば、さらに結婚に向けて心が固まり

そうですね。見合い結婚から恋愛結婚へと比重が変わってゆく中で、「見合い扇子」

の風習は姿を消していきました。京都の方で、もしも箪笥から儀礼用の房付きの

古い扇子が出てきたら、それは 「見合い扇子」に使われたものかもしれません。


